
所在地

電話
開館時間

休館日

交通案内

〒177-0053
練馬区関町南3丁目11番2号
03-3929-5391
平日　午前9時～午後8時
土・日・祝休日　午前9時～午後7時
・第1月曜を除く月曜日
（祝休日があたるときは開館し、直後の祝休日でない
 日が休館日になります。）
・特別館内整理期間（11月9日～11月13日）
・年末年始（12月29日～1月4日）
・西武新宿線　武蔵関駅南口から徒歩約12分
・保谷駅、大泉学園駅、上石神井駅から「吉祥寺駅」行で 
 「吉祥寺通り入口」下車徒歩約5分
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関町図書館イベントのご案内関町図書館イベントのご案内

おはなし会おはなし会
　　　　　　　1 階おはなしの部屋にて午後 3時から1 階おはなしの部屋にて午後 3時から

乳幼児向けおはなし会乳幼児向けおはなし会
　　　　2 階視聴覚室にて午前 11 時から2 階視聴覚室にて午前 11 時から

ブックスタートブックスタート
　　　　　　　2 階視聴覚室にて午前 11 時から2 階視聴覚室にて午前 11 時から



　今回は完全に透明な氷を作ることができませんでした。
　二種類の氷を比較すると、沸騰させた水を使った氷の方が
透明な部分を多く作ることができました。
　皆さんも、透明な氷作りに挑戦してみませんか。

やってみた一冊やってみた一冊

寺本貴啓 /監修　秀和システム /出版
978-4-7980-7338-5/ISBN

『おうちでカンタン！『おうちでカンタン！
　　おもしろ実験ブック化学反応』　　おもしろ実験ブック化学反応』

　身近にあるものを使ってできる実験が
掲載されています。
　イラストや写真を使い、実験の説明や
解説が書かれています。

水道水、製氷皿、タオル、電気ケトルやポットなど
（お湯を沸かします）。

～用意するもの～

※カルキやミネラルなどは水よりも遅く凍るため、完全に
　凍る前の残った水を捨てることで氷が透明になります。

４
　少し水が残るくらいまで凍らせたら、
残りの水は捨てます。.

２ 　沸騰したお湯を冷まし、製氷皿に
注ぎます。.

１
　電気ケトルやポットを使い、水道水を
沸騰させます。. ※沸騰させて、水の中に溶けている空気を抜きます。

３.
　タオルで製氷皿を包み、冷凍庫の
設定を「弱」にしてゆっくりと凍ら
せます。

水道水で作った氷 沸騰させた水で作った氷

― 図書館員が本に書かれていることに挑戦します ―

本を読んでやってみた

透明な氷を作ってみた！透明な氷を作ってみた！
暑い日でも、家にいながら挑戦できる、きれいで溶けにくい、暑い日でも、家にいながら挑戦できる、きれいで溶けにくい、

　暑い日が続きますね。家の中で何か出来ることはないかと探していたところ、透明な氷を
作る方法が書いてある本をみつけました。
　冷たい飲み物がおいしい季節、今号では透明な氷作りに挑戦します。

　著者が日々の生活の中で体験　
した、ちょっとだけ変な話を　　
あつめた一冊です。
　一つの話を 5~6 ページでまとめ
ています。

工藤美代子 /著　中央公論新社 / 出版
978-4-12-005097-8/ISBN

最東対也　三津田信三　宮部みゆき　加門七海 /著
朝宮運河 / 編　汐文社 /出版
978-4-8113-3218-5/ISBN

『凡人の怪談『凡人の怪談
　　　不思議がひょんと現れて』　　　不思議がひょんと現れて』

『血ぬられた都市伝説』『血ぬられた都市伝説』

ーテーマに沿って図書館の本棚から選んだ本を紹介しますー

今回のテーマは「ゾクッとする」です

関町図書館の本棚から

　「都市伝説」や噂を題材にした、
4人の有名作家によるホラー短編
小説です。
　編者が 10 代の青少年のために
選りすぐった 4作品を一冊にまと
めています。ホラー小説がはじめ
ての人にもおすすめです。
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お便りお便り

皆様からいただいたお便りを紹介します。

　白鶴亮翅という多和田葉子さんの小説が図書館に　
あります。白鶴亮翅は太極拳の中にあるポーズです。
　この小説が新聞に掲載されていた頃（1922 年 2月　
1 日～ 8月 14 日）うちではまだ新聞をとっており、　
毎朝、楽しみに読んでいました。太極拳には全く縁が
ない私が、4年後まさか小説の主人公と同じく先生と
出会い、24式という技を習っているとは。小説を読ん
で多和田さんのファンであっても、ぜんぜん思いも　
よらなかったとこです。不思議なめぐりあわせを　　
味わいつつ再読しています。

１

　今回は水道水とお湯を
用意しました。

２

こぼさないように注ぎます。

３

　タオルで製氷器を包み、
ゆっくりと凍らせます。

４

　カルキやミネラルなどを
含む水は、完全に氷になる
前に捨てます。
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